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A B
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C

A B C D

A B C

B C

B

5

本校図書室での貸出冊数集計(4月～12月)　17,482冊

学年部別平均貸出冊数　低学年　60.2冊　中学年　79.9冊　高学年　20.9冊

　　　　　　　　　全学年平均　45.0冊

20

13 7

C

A

保護者

児　童

B

B

○　児童用タブレットPCの学習活動での積極的な活

　用により、個別最適な学びを実現するとともに、

　持ち帰りによる家庭学習での活用につなげること

　ができた。

○　本校教職員全員による授業研究会を1人１回行

　い、  指導力の向上に資することができた。

○　学習習慣の定着を図る指導により、チャイム1分

　前の着座、立腰等が定着してきている。

●　本校が取り組んでいる学力向上の取組について、

　保護者等に向けた説明が足りていないため、機会を

　捉えて説明を行っていく必要がある。

●　高学年児童に向けた読書活動の啓発を行っていく

　必要がある。

○　日常指導等により、あいさつや返事については向

　上してきつつあるが、集団ではできていても個では

　不十分である等の課題が見られるので、今後も継続

　した指導が必要である。

○　コロナが５類に移行したことに伴い、校外活動や

　交流活動、地域人材を活用した授業等、豊かな心を

　育む教育を推進することが少しずつ可能になった。

●　基本的生活習慣の確立や、きまりの指導等、継続

　して指導していく必要がある。

●　道徳科の時間に学んだことを、実際の生活場面で

　生かしていくことに課題が見られる。

B

B

B

B

B

B

１　子どもた

　ちが主役の

　授業づくり

　と組織的取

　組

・主題研究の確実な実施

・単元テストの担任期待値が平均点以上とな

る。

・「学習内容が分かる。」と答える児童が80%

以上となる。

B C

B C E

※この項目のアンケートはなし。

今年度の主題研究についての振り返りアンケートを後日実施予定。

A B C

A

D

A B C

A B C

B CA

児　童

 

豊

か

な

心

の

育

成

　　　　　　　　　　　　　　　令和５年度　都城市立高城小学校　自己評価書・学校関係者評価書          　　　令和6年2月2日作成

【自己評価及び学校関係者評価の評価方法　　４段階　Ａ：期待以上　Ｂ：ほぼ期待通り　Ｃ：やや期待を下回る　Ｄ：改善を要する】

評

価

項

目

確

か

な

学

力

の

定

着

・年間読書冊数

　低学年80冊　中学年60冊　高学年50冊以上

回

答

者

別

総

合

評

価

職　員

29 46 18 8

※この項目のアンケートはなし。

各担任からの回答を集計する予定。

6

5 70

職　員

保護者

児　童

学校関係者評価

B

評価指標

保護者

児　童

職　員

保護者

児　童

職　員

1　基本的生活

習慣の定着

2　いじめのな

い学校づくり

・　言葉遣いの指導を徹底し、児童に改善が見

られたと答える職員が90%以上となる。

・「心のアンケート」でいじめの解消率100%

となる。

3　読書の推進

２　１人１台

　端末の効果

　的な活用

63 24 7 6

評
価

評 価 内 容

B

評価内容

○成果　　　　●課題

・　学力向上のためには、学習習慣の定着が必要である。参観日

　での学習態度が落ち着いてきており、更なる充実を望む。

・　ICT端末の効果的な活用は良好である。読書活動の啓発は必

　要だと思う。高学年になると学習内容も高度になるので、読書

　時間のとり方、読みたい本の調査等も必要かもしれない。保護

　者・児童ともに学習内容が分かると80%が答えているのに対

　して、教職員が40%と低く答えている分析が必要である。

・　児童が学習について高い評価を出しているので先生方の指導

　のおかげである。結果がついてくるのを期待する。

・　授業の最初に自分の名前をしっかり書く習慣を付けさせたら

　と思う。発表する時は正しい姿勢で、声の小さい人は少し大き

　く、自信をもって発表してほしい。

・　学習内容が分かるの教職員の評価60%は課題である。更な

　る授業研究が望まれる。タブレットの家庭利用が少ない理由

　を把握すべきである。

　　読書については、読解力向上と同時に、その本の子どもに与

　える印象度と効果も大切である。読書で得られる思考力や想像

　力を身に付ける必要がある。C以下の児童への指導が最も大切

　であり、保護者の更なる協力が必要である。

・　授業研究会が1回は実施されることは大変よいことである。

　学習内容が分かるの質問に、児童のパーセンテージが高いが、

　児童の様子を見ていると、理解できていない児童が多いように

　感じる。先生の話や説明をしっかり聞かずに私語をしたり、勝

　手なことをしていることに原因があると思う。読書量は中学年

　が多いのに感心した。ただ、算数の文章問題を解く様子からは

　読解ができていない児童が多いので、読書との関係を不思議に

　思う。生涯学習センター図書館から借りる児童も多いと思うの

　で、一概に図書室の数だけでは判断できないと思う。

・　先生方のやる気・活力が弱いように感じる。児童の授業中の

　姿勢が悪い。文字を書く姿勢、話を聞く姿勢が悪い。

具体的な取組

Ｂ

・　基本的生活習慣の定着は、学校全体の取組が大切である。今後

　とも継続した指導をお願いしたい。

・　目標に非常に近い成果が得られている。学校に行くのが楽しい

　環境づくりが大切だと思う。通学時に止まってくれた運転手に対

　してお辞儀をするよい習慣が出来ている。横断歩道を渡る意思表

　示として、手を挙げる指導をお願いしたい。

・　児童が学校が楽しいと回答しており、とても嬉しい。今後も、

　基本的生活習慣、言葉遣い、そしていじめをしないための季養育

　を繰り返し指導してほしい。

・　「なにくそ!　負けてたまるか!」という気持ちを身に付けさせ

　るよう、日々規律の徹底と見守りを行ってはどうか。「高城に生

　まれてよかった」と、児童が将来故郷を誇りに思えるよう、地元

　の文化や歴史を知ってもらいたい。

・　挨拶については、進んで挨拶をする児童は多くないと思う。挨

　拶の大切さの指導と、指導の継続が大切であると同時に、家庭で

　の躾が大事である。いじめについてはとてもよい指導がされてい

　る。C以下が問題であり、児童同士で更によりよい信頼関係を築

　いてほしい。楽しくないと答えている児童への十分なケアが必要

　である。

・　基本的生活習慣の指導は本来家庭でするべきことだが、学校で

　の指導には限度があると思うので、先生方は大変である。保護者

　の意識を高めていかないといけない。先生方が毅然とした態度で

　保護者に対応されるとよいと思う。学校が楽しいと感じる児童が

　多いのは嬉しいことである。

・　教室内の机が並んでいない。床にゴミが落ちている。棚の上に

　服が投げてある。一つ一つの整理整頓ができていない。チャイム

　の鳴る時間に静止する。おしゃべりを止める対応をしてほしい。

　

23 51 18 8

38

B

学校自己評価
学校評価アンケートの結果(保護者・児童・職員)

・令和5年12月上旬～12月中旬実施

・回答数　保護者50名　児童56名　教職員12名

・回答種 A そう思う

・「高城小よい子の生活」が守れていると答え

る児童が80%以上となる。

・平日の家庭学習での活用が70%以上となる。

B どちらかといえばそう思う

C どちらかといえばそう思わない D そう思わない E

15 10

分からない

14 10

9 4

40 20

13

42

・授業での活用が１日１回以上ある。

40 42

25 50 5 20

保護者 24 52

児　童 50 37

職　員 0 40

40

10

B

25

35

職　員

保護者

・「学校が楽しい」と答える児童が90%以上と

なる。



D A B C DE

D E A B C DE

A D E A B C DE

E A B C DE

C D A B C DE

A D A B C DE

E A B C DE

A B C DE

D A B C DE

D A B C DE

A B C DE

D A B C DE

D A B C DE

C A B C DE

○成果　　　　●課題

評

価

項

目

評価指標 具体的な取組

学校評価アンケートの結果(保護者・児童・職員)
学校自己評価 学校関係者評価

・令和5年12月上旬～12月中旬実施

・回答数　保護者50名　児童56名　教職員12名 回

答

者

別

総

合

評

価

評価内容 評
価

評 価 内 容・回答種 A そう思う B どちらかといえばそう思う

C どちらかといえばそう思わない D そう思わない E

A B C

A B C E

A B C

A B

A B

B C

A B E

E

E

A B C

C D

A B C

C

A B C

B

57 8 5 B保護者

分からない

A

○　1学期の水泳、2学期の運動会練習、冬季の持久

　走練習や縄跳び運動等により、運動量の確保に努め

　た。また、体力テストD・E判定の児童の割合が1割

　以上減少した。　R4年度 74人 → R5年度 64人

○　栄養教諭による食育指導を、すべての学級で実施

　することができた。また、保健指導や健康指導の充

　実により、感染症等に対する対策について習慣化を

　図ることができた。

●　う歯治療率　64.0% → 56.6%

○　可能な範囲で地域素材の活用や、外部団体、外部

　講師等の人材活用などを図り、教育活動に生かすこ

　とができた。

○　各種通信や学校ホームページ等で教育活動の様子

　を発信することにより、家庭や地域の理解や協力を

　得ることができた。

B

B

児　童 64 21

２　小中一貫

　教育の推進

※この項目のアンケートはなし。

年間4回３校合同小中一貫教育研修会を実施

①5/2　②8/24　③11/8(授業研究会)　④1/17

職　員

保護者

児　童

職　員

15 55

A B

15 15

2　食育の充実

・重点実践事項を全職員が意識して指導する。

15

4

7

健

康

・

体

力

の

向

上

家

庭

・

地

域

等

と

の

連

携

保護者

児　童

職　員

児　童

職　員

児　童

保護者

３　学校から

　の情報発信

３　体力向上

　プランに基

　づく運動の

　日常化

・体力テストのD・E判定児童を1割減らす。

保護者

１　健康・安

全指導の充実

１　学運協を

　中核とした

　地域との連

　携

・地域人材、地域素材を活用した体験活動を年

間　5回以上実施する。

15 60 10 15

23 58 12 7

C

B

B

C

25

5 70 15

55 17

58 32 5

10

・　体力向上で成果が出てきており、年次計画のもと、更なる向

　上を目指してほしい。

・　各種の企画・指導により、成果が表れていると思う。

・　コロナ感染症が５類に移行し、通常の生活が戻ってきた。将

　来に向けての身体の土台づくりをお願いしたい。

・　身体の鍛錬を通して、暑さ、寒さ、きつさ等、今の自分を克

　服できるようになると思う。また、人の痛みを知る大切な心の

　教育になる。

・　３食の習慣化と栄養を十分に摂ることは必須である。C以下

　が30%近いのは今後の課題である。体力向上については教職

　員の15%は少ないので、さらに増えることを望む。

・　「早寝早起き朝ごはん」は、やはり保護者との連携を図って

　いく必要があると思う。体力テストDE判定児童の減少はよい

　結果である。継続して体力向上に努めていただきたい。

30 52 14 4

3

5

B

B

B

B

B

A B C

・学校だよりを月１回以上発行する。

・学校ホームページをきめ細かに更新する。

5 55

25 55

52 26

46 30 9

10 5A

・　地域人材の活用では、課題として挙げられた児童の発達段階

　に即した内容となるよう、打合せ等を充実させる必要がある。

・　「先輩に学ぶ」等の企画は子供達の将来を描くのに必要な情

　報となるので、今後も継続してほしい。

・　家庭や地域の方は、児童の成長を願い、教育活動の協力をさ

　れている。先生方の要望を挙げて頂くことで、働き方改革が前

　進してほしい。

・　これからの予測困難な社会を生きていく子供達が身に付ける

　必要があるのは「生き抜く力」を高めていくことである。その

　ためにも、心身を鍛え、人の痛みを理解し、広い知識と柔軟な

　思考を求めて努力し、他者と協働していくことが大切ではない

　だろうか。

・　地域との交流は、地域の歴史・文化を計画的に学べるように

　取り組んでほしい。国内外で活動している卒業生を調べてもら

　い、児童の励みにしてほしい。学校ホームページの活用も更に

　進めて欲しい。

・　地域の方々の協力が得られて、大変有難いことである。子供

　は地域の宝なので、地域の方々に子供達の様子を知っていただ

　くために、公民館長会や民生委員会の場に出向かれて案内され

　るとよいと思う。学校の現状等も少し紹介されると、喜ばれる

　と思う。

・　６年生の職業を聞く会を企画したが、休憩中に走り回る児童

　が多く、注意してほしかった。

A

・「早寝・早起き・朝ご飯」の定着率が90%以

上となる。

・食に関する指導の全学級での完全実施に努め

る

25

16

15

15

B

B

BB C

30

B

職　員 15 65 5 15 B


